




An Economic Analysis of Personal Debtor ４： 
The fair interest rate of consumer credit 
 




  The year 2006 was a dynamic one for the Japanese consumer finance industry. The 
ceiling for loan interest rates was lowered to deal with the increasing numbers of multi 
debtors and personal bankrupts. Although the highest interest rate for consumer 
finance was reduced several times in the past, the number of personal bankrupts has 
kept increasing. 
  The fundamental cause for the increase of personal bankrupts is constant excess 
demand of the consumer credit, rather than high loan rates. Another reason is the 
cascade structure of consumer finance companies and financial organizations, and it 
has blocked the creation of low-interest consumer credit markets. In this paper, I will 
make it clear that the lower ceiling for loan interests does not necessarily contribute to 





  ⑴．マルチ・プライス市場の概念 
  ⑵．情報の非対称性 
 ３．消費者信用産業の問題点 
  ⑴．個人信用情報システム 
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  ⑵．超過需要 
  ⑶．顧客のリスク 
 ４．クレジット・システムの再検討 
  ⑴．消費者信用サービス利用者モデル 
  ⑵．クレジット・システムにおけるデフォルト低減策 












































    図２－１：顧客のリスクと融資会社の棲み分け（マルチ・プライス市場） 
 
 
 図２－１では、Rは消費者信用の顧客のリスク・ランク (R4＞R3＞R2＞R1＞0) であり、
それぞれのリスク・ランクに対応した金利が縦軸にプロットされてある。リスクの大きい
顧客には高い金利が対応している。金利は rである。膨大な資産がある顧客が少額のクレ
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た個々の企業の努力もさることながら、CRIN（Credit Information Network System）と
いった総合的信用調査システム、および CRINを発展させたデフォルト低減システムが考
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②クレジット・シーリング・システム（ＣＣＣＳ：consumer credit ceiling system ない 
しはＣＣＣＤＳ：credit ceiling debt system） 
③リスク・ランク・マーケット・セグメンテーション 










債務にも影響するようにする。ある債務者のトータル債務の上限が 50 万円のとき、A ク



















































































図４－２：大手消費者金融会社 2005年度の財務概況   （明記のない単位は 100万円） 
社 名 流動資産 固定資産 流動負債 固定負債 流動比率 営業収入 
アイフル 22 2,633,014 157,209 947,218 1,155,092 278% 549,547 
武富士 23 1,552,258 145,960 247,024 550,260 628% 351,259 
アコム 24  1,903,724 202,956 468,670 705,415 406% 445,431 
プロミス 25 1,598,527 161,658 409,714 562,054 390% 381,297 
三洋信販 26 577,516 28,279 150,914 182,976 383% 155,685 
 
社 名 経常利益 調達金利 27 貸出金利 28 主な借入先 29 
アイフル 126,964 1.61% 26.9% 住友信託、みずほ信託、中央三井信託 
武富士 92,248 1.85% 25.2% みずほ信託、アメリカンファミリー 
アコム 113,011 1.64% 24.3% 三菱信託、UFJ信託、明治安田生命 
プロミス 70,013 1.75% 24.2% 住友信託、日本生命、新生銀行 
























































































還請求を認めた 1968年 11月 13日の最高裁大法廷判決にちなみ、2004年から毎年実施。今年で３回目
となり、多重債務者の増加でグレーゾーン金利が問題となる中で、昨年とほぼ同じ規模となった。グレー












 貸金業者の登録要件である最低純資産額は、現行の 300万－500万円から 5000万円に引き上げ、悪質
業者の参入を抑制する。無登録のヤミ金融業者に対しては懲役刑を最長 5年から最長 10年にするなど刑















(9) Frank Knight, Risk, Uncertainty and Profit, 1921. F.ナイト著 奥隅英喜訳『危険・不確実性および
利潤』文雅堂銀行研究社 1959. 
(10) ある意味これは動学的消費者である。 



































(32) 以下の文献を参照のこと。宮崎 隆「個人債務者の経済分析 3：ＩＴ活用によるデフォルト低
減策」 『埼玉女子短期大学研究紀要』 №16, 埼玉女子短期大学 2005,3. 
（2006，11，22．） 
